
その他資料⑥ 

令和５年度第１回瀬戸市女性活躍推進及び男女共同参画庁内会議 

日時：令和５年６月５日（月）午後２時～３時２０分 

場所：庁議室 

欠席：こども未来課 山井課長、健康課 松葉専門員 

 

【議題１】 

→事務局より説明 

 

【議題２】 

  →事務局より説明。 

      Ｎｏ．２，５，１５についてピックアップ 

 

●シティープロモーション課長 

・広報等における固定的性別役割分担意識の解消とメディアリテラシーの推進において、広

報せとの記事の中にＳＤＧｓマークを表示することで、職員及び市民の意識の向上を促し

ている。１０月の男女共同参画推進月間には、特集記事を掲載したり、キラッとマークを

表示し推進を図った。 

    

●学校教育課専門員兼指導主事 

・ＰＴＡ連絡協議会について、母親代表から家庭教育委員に役職名を変更した。今後男性も

この役職に就く可能性もあり、柔軟な考え方でいく。 

・性の尊重意識の醸成において、性教育指導資料「性のあゆみ」に基づいてカリキュラムを

進めている。毎年１月が性教育月間である。指導系統図として生理的側面、心理的側面、

社会的側面の３つの側面からカリキュラムが編成されており、授業内容・指導方法を検証

している。 

・今年度４月から中学校の制服の変更。女子生徒がパンツやネクタイを身に着けるようにな

った。寒いから等理由は様々であり、生徒間同士の違和感等は特にない。雰囲気の変化を

感じる。 

 

→【シティプロモーション課長】 

・ＰＴＡ連絡協議会の役職名が、母親代表から家庭教育委員長に変更があったが、各小中

学校全ての変更であるか。また、これは男性も女性も会長になれるということでよいか。 

 

→【学校教育課専門員兼指導主事】 

・はい。すべての小中学校で家庭教育委員という名称に変更となり、会長については男女

問わない。実際に女性の会長は何人もいる。 
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●消防長 

・指標はないため、取組について 

全国消防吏員１６５，０００名のうち女性５，５００名程度（３．３％） 

→国は、２０２６年度までにおおむね５％まで引き上げることを目標として 

いる。 

瀬戸市は１３３名のうち女性３名（２．２％） 

→５％（女性７名）を目指し、昨年度女性の採用を増やす取組を実施。チャレンジＳｅｔ

ｏＳｔｙｌｅ７に特集されている女性消防吏員は消防庁のポスターにも採用されてい

る。 

 

●都市整備部長 

・三世代同居・近居を推進し、子育てしやすい環境づくりに対して、補助金を出す取組を実

施している。築２０年以上であることが条件（空き家対策を兼ねている）のため、思うよ

うには進んでいない。昨年は０件だが、平成２９年の事業開始からは、累積で１１件の実

績がある。 

・コンパクトシティの推進について、立地適正化計画をＲ５．４．１に公表した。瀬戸には

鉄道が２本（瀬戸線と愛環）あり、その主要な駅の周辺にコンパクトにまちを作る計画で

ある。まちとまちは鉄道輸送によって結ばれる便利なまちづくり。品野や赤津の方も維持

しながら、若者に住んでもらうため、できるだけ瀬戸市のまちを利便性が高く、コンパク

トにしていく取組を進めていく。 

・空き家情報バンクの運営について、瀬戸市も古いまちであり、中心市街地にも空き家が目

立つような状況になってきた。店舗についても同じ。空き家対策としてバンクという登録

制度を設けて、市内外に情報提供をし、瀬戸市に移住してもらうねらい。ただしバンク登

録にも条件・制限があり、あまりにも老朽化した物件は登録できない。今年度申込７件。

成約し、住んでいただいているものは、４件。 

 

 

●保育課長 

・多様性を尊重する教育の実践については、男女区別のない名簿の作成やいのちの学習会を

実施。いのちの学習会は今年度についても実施予定。 

・保育サービスの充実については、緊急一時保育を実施し、８４名の利用があった。休日保

育を２園で実施し、これまで枠が１０人だったが、令和５年度は２０人に拡大予定。待機

児童は、令和５年３月現在で７２人だが、令和５年４月１日時点の県への報告人数は、２

名。 

・低年齢保育の実施や延長保育を２５園で実施、障害児保育を１２園で実施した。障害児の

数は年々増加傾向にある。 
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●健康福祉部長 

・妊娠時の健康管理支援と休暇等制度の周知について、働く妊婦に対して、母子健康手帳交

付時に母性健康管理指導事項連絡カードを案内し、母子健康手帳交付者全員に交付した

（１００％）。 

・保育サービスの充実について、陶生病院敷地内にて病児保育の実施（１３７件）。 

・子育て支援の充実について、子どもガイドの配布、移動児童館、ファミリーサポート事業、

放課後児童クラブを実施。すくすくふれあい広場については、コロナ禍のため、事業実施

できず。 

・子ども・若者相談は１，２５３件実施、親の学び講座は１回実施。 

・介護に関する相談の充実については、地域包括支援センターを設置し運営。 

・介護保険サービス等の充実については、生活支援サービスコーディネーター委託事業とし

て、地域ニーズを把握し、年３回の協議体を実施し施策への反映を検討。仕事と介護の両

立に関する啓発活動を実施。 

・男性への育児知識の提供と性別にとらわれない育児参画の促進について、パートナーに妊

婦疑似体験をしてもらうマタニティ教室を９回実施、男性保育士や大学教授による育児講

座を８回実施、子育てハンドブックのアプリを母子手帳交付時対象者全員お知らせした

（１００％）。 

・男性の家事技術等の取得支援について、血液サラサラ栄養教室を実施。 

・安心して相談できる体制の構築について、子ども・若者センターにおいて、相談体制を充

実している。 

・出産・育児に関する各種相談と支援の充実について、母子手帳交付時に対象者全員に妊婦

相談を実施（１００％）。 

 

●市民課長補佐兼係長 

・安心して相談できる体制の構築について、ＤＶ被害者支援措置担当者会議（年に１回）を

実施。コロナの関係で２年ほど書面開催。昨年度は１月に書面にて開催。今年度は１１月

に開催予定。 

 

●産業政策課課長補佐 

・育児・介護休業の周知、啓発促進について、瀬戸市企業ガイドブックの中でライフ・ワー

ク・バランスに特化した企業を３社掲載した。 

・企業における多様な就労形態の導入促進について、テレワーク促進として、テレワークセ

ミナー（働き方改革）を実施し、事例や助成金などの情報提供を行った。 

・起業・創業に関する支援の充実について、創業に関する知識や実務を学ぶ、せと・しごと

塾を実施し、２３名が入塾。空き店舗対策事業費補助金として商店街３件を支援。 

・「ツクリテ」支援について、ツクリテ創業支援事業費補助金として、４件支援及びツクリ

テ支援センターの運営。 
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・女性活躍推進に取り組む企業の紹介、再就職の促進、能力開発の支援については、メール

マガジンや県等からの情報を発信している。 

・就労に関する情報提供・相談の充実について、労働局と労働協定を結んでおり、こども未

来課・保育課・高齢者福祉課と協働で、マザーズ面接会、シニア層の面接会を開催。 

・性別によらない職業選択の機会創出について、ロボットアカデミーにおいて性別にかかわ

りなく理系やＩＴ分野に関心を高める講座を実施。万博以降の継続講座。 

・女性の起業・創設に関するフォローアップの実施について、女性を対象とした経営に関す

る相談支援を実施し、女性４２名参加。 

 

●人事課専門員 

・職員一人当たりの各月ごとの時間外勤務時間について、Ｒ４年度は１５時間でＲ３年度の

１３．１時間より増えている。さまざまな事業が復活しはじめており、職員の残業時間が

増えてきている。 

・男性の産休の取得について、Ｒ４は１４名のうち取得者数は９名（６４％）、取得日数は

１．９日。 

・男性の育休の取得について、Ｒ４は取得率５０％以上で目標の３０％を達成。平均取得期

間は７６日間。 

・年次休暇等取得率について、Ｒ４は１３日で、目標値の１４日に近づいている。 

・各役職段階にある職員に占める管理的地位にある職員に占める女性の割合及び女性職員

の割合について、Ｒ４は管理的地位 男性９３名、女性１５名（１３．９％）、Ｒ３（１

３．６％）に対して微増している。【部長級】２５人中、女性３名（１２％）、【課長級】

８３人中、女性１２名（１４．５％）、【課長補佐級】１２５人中、女性３８名（３０．４％）、

【係長級】１３６名中、女性４９名（３６％） 

・女性活躍推進法第２１条に基づく女性の職業選択に資する情報の公表について、【正規職

員】Ｒ４市長部局の採用職員男性１７名女性２５名（５９．５％）。議会事務局は０名。

教育委員会は男性１名女性３名、消防本部男性７名女性０名、瀬戸旭看護専門学校組合は

男性０名女性３名、尾張東部衛生組合男性３名女性０名、合計男性２８名女性３１名（５

２．５％）で、女性が半数以上となった。 

・職員に占める女性職員の割合について、男性５１３名女性３７３名（４２．１％）。非常

勤職員については、まだ数字が出ていない。 

 

●経営戦略部長 

・次世代クリエーター育成講座について、バーチャルせととして、中心市街地をメタバース

上に再現したもので人材育成に取り組んだ。バーチャル空間で表彰式を実施し、アバター

で参加。性別によらない取組を進めた。 

 

 



 

5 

 

 

●副市長 

・男女共同参画に関わる１４０の事業を実行するにあたって、直接的な支援事業もあれば間

接的な支援事業もある。普段から男女共同参画の施策であるという意識付けはされてるか。 

 

→【経営戦略部長】 

・年に一度ある照会によって改めて意識する現状で、結果としてという形になっている。 

→【事務局】 

・直接的な男女の支援事業を実施している。当課としても毎回の照会は各課の取り組みを

認識できる良い機会である。 

→【副市長】 

・事業を行う上での意識付けを大切に。 

 

 

【議題３】 

  →事務局より説明。 

  パブコメの意見の傾向、今後のスケジュール 

 

●市民課長補佐兼係長 

・ＡＬＬＹ（アライ）とＳＯＧＩ（ソジ・ソギ）とは。読み方も 

→【事務局】 

・用語説明については、研修等とあわせて様々な形で発信していく。 

 

●保育課長 

・パートナーシップファミリーシップ宣誓制度の創設経緯について聞きたい。 

→【事務局】 

・当事者の方からご意見をいただいたことをきっかけに、準備を始めた。昨年度から県内

で導入する市町もかなり増えており、本市も今年度スタートという体制になった。 

  

【議題４】 

  →事務局より説明。 

   趣旨、概要 

 

●産業政策課 

・第２号様式について、ＨＰへ公表するのであれば、ナイーブな情報も含んでいるので、同

意書をもらうようにしたほうがよいのでは。 

→【事務局】 

・ありがとうございます。 
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●副市長 

・開始時期はいつからか。 

→【事務局】 

・８月１日から。ただし募集は７月１８日からで、初日に交付する企業については、授与

式を行う。 

 

●副市長 

・市内企業へ呼びかけていく上で、一事業として市役所の取組はどう考えているか。 

→【行政管理部】 

・特定事業主行動計画で「性別に関係なくすべての職員が生き生きと働ける職場に向けて」

を掲げて取り組んでいる中で、具体的にＬＧＢＴ等の方々に配慮した取組をどう組み込

んでいくのかは人事課と話し合っていく必要がある。まずは、登録チェックシートにも

あるように、職員研修を実施していく。 

→【健康福祉部長】 

・企業と協力して取組を行い、市が広報等でＰＲすることは企業にとってもメリットであ

り良いこと。市が働きやすい環境づくりに取り組むのは当たり前。 

 

→【教育部長】 

・様々な性自認の方があるため、多目的トイレのように、誰でも個別に利用できる場所の

検討を進めていくのが良いかと思う。 

 

 

 

 


